　
「府民の声の見える化」について　　　　
１．府民の声の見える化の取組み
府民からの声を業務改善や施策反映に活かしていくことを目的に、府民の声を一元管理する「府民の声システム」を、平成20年6月より運用開始。

平成22年２月から、このシステムへの登録を広聴部門だけでなく府民文化部全所属に拡大するとともに、その状況を逐次公表する「府民の声の見える化」を試行してきたところ。

２．府民の声の流れ




※　青フラグ：業務改善・施策反映へつなげるため検討するもの

赤フラグ：府の施策や事業内容について正しい内容を伝えるもの
	月
	2月
	3月
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	　 計(%)

	全件数
	1,305
	2,247
	1,958
	1,244
	1,206
	1,149
	1,354
	1,015
	1,079
	12,557
(100%)

	(内数：府民文化部各課)
	13
	41
	26
	9
	14
	18
	12
	5
	8
	146
(1.2%)

	青フラグ
	9
	19
	10
	6
	1
	5
	4
	5
	3
	62
(0.5%)

	赤フラグ
	105
	103
	132
	99
	81
	103
	48
	51
	52
	774　(6.2 %)


３.試行の状況
内容は、「意見表明」5,338件（42.5％）、「要望」2,933件（23.4％）、「苦情」1,066件（8.5％）が多った。政策提言は、53件（0.4％）。主な声としては、「青少年健全育成のための規制」
１，２７３件、「朝鮮学校に対する授業料補助」６４５件、「空港戦略」４５５件が多かった。

４.本格実施に向けて

　試行の結果を踏まえ、平成23年1月から全部局において本格実施を予定
　○　各所属でのスムーズな登録を行うため、登録対象を明確化

「提言・要望・意見・苦情」を登録

（単なる問合せや既に別の登録システムがあるもの等は除く。）
○「声への対応」を細分化するなど、さらにきめ細やかな府民対応に努める。
平成22年12月8日
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【ＨＰ公表】


１週間速報、１か月公表











【次長会議】【庁内Ｗｅｂ】
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【各部局各所属】


内容確認、フラグ対応　※














